
　

本
書
は
、
雑
誌
『
上
海
漫
画
』
の
創
刊
八
〇

周
年
を
記
念
し
て
、
二
〇
〇
八
年
二
月
か
ら
三

月
に
上
海
図
書
館
が
開
催
し
た
「
老
上
海
漫
画

館
蔵
文
献
展
」
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
上
海
図
書
館
の
公
式
サ
イ
ト
に
よ

る
と
、
同
展
で
は
同
館
所
蔵
の
二
〇
〇
種
余
り

の
上
海
近
現
代
漫
画
史
に
関
す
る
資
料
の
う

ち
、
当
時
の
漫
画
界
に
特
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
漫
画
家
の
資
料
や
作
品
、
刊
行
物
を
展
示

し
、
観
衆
に
「
漫
画
と
い
う
新
興
の
文
芸
形
式

の
近
現
代
上
海
に
お
け
る
発
展
の
軌
跡
」
を
紹

介
し
た
と
い
う
（http://w

w
w

.library.sh.cn/
new

s/list.asp?id=4947

：
二
〇
一
一
年
四
月
一

四
日
参
照
）。

　

本
書
は
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ
き
、
清
末

か
ら
中
華
人
民
共
和
国
建
国
前
後
の
上
海
に
お

け
る
漫
画
の
歴
史
を
豊
富
な
図
版
で
詳
細
か
つ

系
統
的
に
論
じ
た
も
の
で
、
上
海
漫
画
史
と
し

て
の
み
な
ら
ず
、
文
化
史
と
し
て
も
楽
し
め
る

好
著
で
あ
る
。

　

さ
て
、
中
国
で
最
初
に
「
漫
画
」
と
い
う
名

称
が
用
い
ら
れ
た
の
は
一
九
〇
四
年
（
清
光
緒

三
〇
年
）
の
こ
と
で
、上
海
の
『
警
鐘
日
報
』（
三

月
二
七
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
風
刺
画
に
「
時
事

漫
画
」
と
い
う
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
「
漫
画
」
と
い
う
名
称
と
作
品
が
一
般
に

定
着
す
る
に
は
更
に
二
〇
年
近
い
年
月
が
必
要

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
尽
力
し
た
の
が
張
聿

光
や
沈
泊
塵
、
丁
悚
、
但
杜
宇
ら
、
い
わ
ゆ
る

第
一
世
代
の
漫
画
家
で
あ
る
。

　

人
々
は
彼
ら
の
作
品
を
通
じ
て
「
漫
画
」
と

い
う
新
し
い
形
式
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
っ
た
訳

で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
上
海
の
文
化
的
成

熟
が
あ
る
。
当
時
上
海
で
は
映
画
や
演
劇
を
は

じ
め
、
新
し
い
表
現
形
式
の
文
学
や
絵
画
、
音

楽
な
ど
、
海
外
の
影
響
を
受
け
た
文
化
が
様
々

に
入
り
乱
れ
、
人
々
は
そ
れ
ら
を
追
求
し
、
享

受
し
て
い
た
。
ま
さ
に
文
化
の
坩
堝
と
も
言
う

べ
き
当
時
の
上
海
で
、「
漫
画
」
が
中
国
で
最

初
に
受
容
さ
れ
、
発
展
し
た
の
は
極
め
て
当
然

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
当
時

の
上
海
に
は
そ
の
た
め
の
条
件
、
つ
ま
り
漫
画

家
・
読
者
・
編
集
者
お
よ
び
出
版
者
、
そ
し
て
彼

ら
を
つ
な
ぐ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
、
漫

画
の
普
及
に
不
可
欠
な
要
素
が
す
べ
て
揃
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
中
国
史
上
初
の
漫
画
家
団
体
と

し
て
、
一
九
二
六
年
一
二
月
に
上
海
で
結
成
さ

れ
た
「
漫
画
会
」
と
そ
の
同
人
の
活
動
を
軸
に
、
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世
代
の
黄
文
農
や
葉
浅
予
、魯
少
飛
ら
で
あ
る
。

第
一
世
代
の
丁
悚
や
張
光
宇
は
、
後
見
人
と
し

て
彼
ら
の
指
導
に
当
た
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代

か
ら
漫
画
の
創
作
を
始
め
た
丁
悚
に
比
べ
、
張

光
宇
の
漫
画
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
は
一
〇
年

ほ
ど
遅
れ
る
が
、
第
一
世
代
の
中
で
も
最
初
期

の
漫
画
家
で
あ
る
張
聿
光
の
弟
子
と
し
て
高
い

技
術
を
有
し
て
お
り
、
丁
悚
と
並
ん
で
第
二
世

代
の
漫
画
家
の
尊
敬
を
集
め
た
。
彼
ら
は
、
多

く
の
第
二
世
代
と
は
異
り
、
外
資
系
煙
草
会
社

の
美
術
広
告
室
勤
務
と
い
う
定
職
に
就
き
、
裕

福
な
生
活
を
お
く
っ
て
お
り
、
自
宅
を
漫
画
会

の
会
場
と
し
て
提
供
す
る
な
ど
、
経
済
面
で
も

漫
画
会
を
支
え
た
。

　

漫
画
会
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
、
同
会
の
発
展

の
た
め
に
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
た
の
は

王
敦
慶
で
あ
る
。
王
敦
慶
は
一
九
二
三
年
に
上

海
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
大
学
を
卒
業
す
る
と
、

上
海
芸
術
大
学
文
学
教
授
や
中
華
芸
術
大
学
美

術
教
授
、
文
学
団
体
創
造
社
の
美
術
編
集
な
ど

を
務
め
る
一
方
、
漫
画
の
創
作
に
従
事
し
、
ま

た
得
意
の
英
語
や
日
本
語
を
活
か
し
て
海
外
の

漫
画
作
品
や
漫
画
に
関
す
る
資
料
を
多
数
翻

上
海
漫
画
の
変
遷
が
時
系
列
的
に
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
日
中
戦
争
で
漫
画
家
の
多
く
が
上
海
を

離
れ
る
ま
で
は
、
上
海
が
中
国
漫
画
界
の
中
心

で
あ
り
、
そ
の
牽
引
力
と
な
っ
た
の
が
漫
画
会

と
そ
の
同
人
で
あ
る
。
漫
画
会
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
中
国
漫
画
史
で
も
言
及
さ
れ
て
は

き
た
が
、
実
態
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
漫
画
会
に
関
す
る
詳
細

な
叙
述
は
本
書
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

漫
画
会
の
中
核
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
第
二

「漫画界全体明星大会串」1935年、厳折西（本書 163頁）

■
高
麗
美
術
館 

花
卉
草
蟲
（
か
き 

そ
う
ち
ゅ
う
）  

　
　

―
花
と
虫
で
綴
る
朝
鮮
美
術
展

　

高
麗
美
術
館
所
蔵
の
草
虫
図
を
中
心
に
、
朝
鮮

時
代
中
期
か
ら
後
期
の
絵
画
と
工
芸
品
、
そ
れ
ら

と
関
係
性
が
認
め
ら
れ
る
中
国
の
絵
画
も
展
示
。

▼
7
月
16
日
㈯
～
8
月
28
日
㈰
▼
10
～
17
時
（
※

入
館
は
16
時
半
ま
で
）
＊
月
曜
休
館
。
祝
日
と

重
な
る
場
合
は
開
館
し
翌
日
休
館
▼
一
般
八
〇

〇
円
／
大
高
生
五
〇
〇
円
／
中
学
生
以
下
無
料

▼
高
麗
美
術
館
（
京
都
市
北
区
紫
竹
上
岸
町
一
五

番
地
／
☎
0
7
5-

4
9
1-

1
1
9
2
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

0
7
5-

4
9
5-

3
7
1
8
／U

R
L http://w

w
w

.
koryom

useum
.or.jp/

）

■
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館

　

日
本
に
お
け
る
辞
書
の
歩
み

　
　

―
知
の
森
へ
の
道
を
た
ど
る 

　

中
国
の
辞
書
の
影
響
を
受
け
て
、
平
安
時
代
中

期（
西
暦
九
〇
〇
年
頃
）に
成
立
し
た
漢
和
辞
書『
新

撰
字
鏡
』
を
始
め
、
中
世
の
国
語
辞
書
や
江
戸
時

代
の
英
和
・
蘭
和
辞
書
、
ま
た
百
科
事
典
的
性
格
を

も
つ
も
の
な
ど
、
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で

に
作
ら
れ
た
辞
書
約
60
点
を
展
示
。

▼
6
月
25
日
㈯
～
7
月
31
日
▼
10
時
～
16
時
30
分

（
入
館
は
16
時
ま
で
）
＊
月
曜
休
館
。
但
し
7
月

18
日
は
開
館
、
7
月
19
日
㈫
休
館
▼
一
般
八
〇
〇

円
／
大
高
生
五
〇
〇
円
／
中
学
生
以
下
無
料
▼
静

嘉
堂
文
庫
美
術
館
（
東
京
都
世
田
谷
区
岡
本
二
―

二
三
―
一
／
☎
03-

3
7
0
0-

0
0
0
7
／U

RL 
http://w

w
w

.seikado.or.jp/index.htm
l

）



訳
、
紹
介
し
た
。
王
敦
慶
は
一
九
三
〇
年
に
は

左
翼
美
術
団
体
の
時
代
美
術
社
、
中
国
左
翼
作

家
連
盟
に
も
加
入
し
て
い
る
。

　

漫
画
会
の
機
関
誌
『
上
海
漫
画
』
の
創
刊
も

王
敦
慶
の
提
案
に
よ
る
が
、
王
と
共
に
同
誌
の

編
集
を
担
当
し
た
の
は
黄
文
農
と
葉
浅
予
で
あ

る
。
同
誌
は
試
験
的
に
刊
行
さ
れ
た
後
、
一
旦

中
断
し
、
一
九
二
八
年
四
月
に
正
式
に
創
刊
さ

れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
編
集
責
任
者
は
王
敦
慶

か
ら
出
資
者
の
張
光
宇
へ
と
変
わ
っ
た
。『
上

海
漫
画
』
で
は
漫
画
以
外
に
も
随
筆
や
評
論
、

翻
訳
な
ど
も
掲
載
し
て
い
た
が
、
投
稿
者
は
漫

画
会
同
人
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

　

張
光
宇
は
『
上
海
漫
画
』
の
編
集
に
関
わ
る

一
方
で
、
よ
り
総
合
的
な
美
術
雑
誌
と
し
て
、

当
時
流
行
し
て
い
た
画
報
の
刊
行
を
企
画
し

た
。
こ
れ
を
支
持
し
た
の
が
詩
人
の
邵
洵
美
で

あ
る
。
邵
洵
美
は
金
屋
書
店
や
新
月
書
店
の
経

営
者
と
し
て
そ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
雑
誌
を
出

版
し
て
い
た
が
、
張
光
宇
の
考
え
に
賛
同
し
て

時
代
図
書
公
司
を
設
立
し
、
一
九
二
九
年
一
〇

月
に
『
時
代
画
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
同
誌
の

編
集
に
は
張
光
宇
の
他
に
張
正
宇
や
葉
浅
予
、

作
家
の
葉
霊
鳳
ら
が
参
加
し
て
い
る
。『
上
海

漫
画
』
は
『
時
代
画
報
』
第
四
期
以
降
、
同
誌

に
合
併
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
六
月
第
一
一
〇
期

を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
。『
上
海
漫
画
』
で

人
気
を
博
し
て
い
た
葉
浅
予
の
漫
画
「
王
先
生
」

シ
リ
ー
ズ
や
似
顔
絵
、
風
俗
漫
画
も
『
時
代
画

報
』
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

こ
の
合
併
後
、
漫
画
の
描
け
る
人
材
の
育
成

を
目
的
に
、
時
代
図
書
公
司
に
は
「
漫
画
通
信

教
育
部
」
が
設
置
さ
れ
、『
時
代
画
報
』
を
通

じ
て
受
講
生
を
募
集
し
た
。『
上
海
漫
画
』
が

漫
画
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
同
人
の
作
品
だ
け

を
掲
載
し
て
い
た
の
に
比
べ
る
と
、
こ
の
措
置

は
『
時
代
画
報
』
と
漫
画
会
の
距
離
を
感
じ
さ

せ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
た
一
方
で
、
漫
画

が
当
時
そ
れ
だ
け
広
く
一
般
に
普
及
し
、
漫
画

家
と
読
者
の
双
方
の
層
が
厚
く
な
っ
た
こ
と
の

証
と
も
言
え
よ
う
。

　

一
九
三
〇
年
代
上
海
で
は
雑
誌
が
大
量
に
創

刊
、
出
版
さ
れ
た
が
、
中
で
も
漫
画
雑
誌
は
群

を
抜
い
て
い
た
。
一
九
三
四
年
か
ら
日
中
戦
争

の
勃
発
す
る
一
九
三
七
年
ま
で
の
間
に
創
刊
さ

れ
た
漫
画
雑
誌
は
二
〇
種
類
以
上
に
も
及
ぶ
と
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い
う
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
上
海
漫
画
界
の
中

心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
張
光
宇
や
魯

少
飛
、
葉
浅
予
、
王
敦
慶
ら
、
漫
画
会
同
人
を

中
心
と
し
た
第
二
世
代
の
漫
画
家
に
加
え
て
、

彼
ら
の
漫
画
に
刺
激
を
受
け
、
一
九
三
〇
年
代

以
降
に
漫
画
の
創
作
を
始
め
た
汪
子
美
、丁
聡
、

張
楽
平
、
陸
志
庠
、
華
君
武
ら
、
第
三
世
代
で

あ
る
。

　

一
九
三
七
年
以
降
、
漫
画
会
は
「
中
華
全
国

漫
画
作
家
協
会
」
お
よ
び
、そ
の
下
部
組
織「
上

海
漫
画
界
救
亡
協
会
」
へ
と
名
称
を
変
え
な
が

ら
活
動
を
続
け
た
。
抗
戦
期
か
ら
終
戦
後
の
国

共
内
戦
期
に
か
け
て
、
抵
抗
の
手
段
と
し
て
漫

画
を
中
国
全
域
に
普
及
さ
せ
た
点
は
特
筆
に
値

す
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
一
九
二
〇
年
代
後
半

か
ら
独
自
の
叙
情
漫
画
で
人
気
を
博
し
て
い
た

豊
子
愷
は
、
漫
画
会
に
は
発
足
当
初
か
ら
参
加

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
抗
戦
期
に
は
重
慶
な
ど

で
彼
ら
と
活
動
を
共
に
し
て
い
る
。
同
一
の
目

的
に
向
か
っ
て
、
漫
画
会
は
当
時
の
中
国
漫
画

界
を
集
結
さ
せ
る
役
割
を
も
担
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

尚
、
か
つ
て
は
中
国
で
最
初
に
「
漫
画
」
と
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い
う
名
称
を
用
い
た
の
は
豊
子
愷
で
あ
る
と
し

て
、
豊
を
「
漫
画
の
始
祖
」
と
す
る
説
が
一
般

的
で
あ
っ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
現
在
で
は

そ
れ
以
前
に
既
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
豊
子
愷
の
作
品
を

「
漫
画
」と
名
付
け
た
の
は
豊
自
身
で
は
な
く
、

編
集
者
の
鄭
振
鐸
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
書
で
は
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
漫
画

史
で
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

漫
画
家
に
つ
い
て
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

例
え
ば
漫
画
会
第
二
世
代
の
万
籟
鳴
や
陳
秋
草

は
、
漫
画
映
画
や
美
術
教
育
の
方
面
で
も
才
能

を
発
揮
し
、
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
以
降
は

そ
れ
ぞ
れ
美
術
映
画
の
製
作
や
美
術
研
究
所
の

設
立
に
従
事
し
た
。ま
た
一
九
三
〇
年
代
に『
時

代
漫
画
』
や
『
上
海
漫
画
』
な
ど
で
活
躍
し
た

厳
折
西
は
、
漫
画
以
外
に
も
音
楽
や
演
劇
の
才

能
に
優
れ
、
映
画
音
楽
や
流
行
曲
を
多
く
作
曲

し
、
映
画
に
も
出
演
し
て
い
る
。
同
じ
く
一
九

三
〇
年
代
、
都
会
の
優
美
な
女
性
像
で
一
世
を

風
靡
し
た
張
英
超
は
富
裕
な
資
産
家
で
、
実
業

家
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
。
そ
の
作
品
は
現

在
見
て
も
洗
練
さ
れ
て
い
て
美
し
い
。
張
英
超

は
作
風
も
生
活
ス
タ
イ
ル
も
当
時
の
漫
画
界
で

は
か
な
り
異
質
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
漫
画
会

同
人
ら
と
親
し
く
交
際
し
、
多
く
の
作
品
を
残

し
た
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
画
家
フ
リ
ー
ド

リ
ッ
ヒ
・
シ
フ
（Friedrich Schiff

）
は
一
九
三

〇
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
上
海
に
滞
在
し
、

当
時
の
上
海
の
風
景
や
風
俗
を
油
絵
や
水
彩

画
、
漫
画
で
表
現
し
た
。
こ
う
し
た
異
色
の
漫

画
家
の
存
在
と
活
動
に
は
、
当
時
の
中
国
漫
画

界
、
さ
ら
に
は
文
化
界
の
厚
み
と
多
様
性
を
実

感
さ
せ
ら
れ
る
。

　

本
書
は
時
系
列
に
全
六
章
で
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
最
終
章
は
第
三
世
代
漫
画
家
の
張
楽
平

と
そ
の
代
表
作
「
三
毛
」
シ
リ
ー
ズ
に
焦
点
を

当
て
て
い
る
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
日
中
戦
争
に
よ

り
孤
児
と
な
っ
た
少
年
、
三
毛
を
主
人
公
に
、

時
代
毎
に
背
景
や
テ
ー
マ
、
登
場
人
物
を
変
え

つ
つ
、
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
八
〇
年
代
後
半

ま
で
創
作
が
続
け
ら
れ
た
。
ま
た
一
九
四
九
年

の
映
画
化
を
皮
切
り
に
、
人
形
劇
や
演
劇
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
張

楽
平
の
逝
去
し
た
現
在
も
広
く
愛
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
三
〇
年
代
当
時
、
ス
ト
ー
リ
ー
漫
画
と

し
て
は
「
三
毛
」
以
外
に
も
前
述
の
「
王
先
生
」

や
、
黄
堯
の
「
牛
鼻
子
」、
当
時
唯
一
の
女
性

漫
画
家
で
あ
っ
た
梁
白
波
の
「
蜜
蜂
小
姐
」
な

ど
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
高
い
人
気

を
誇
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
「
三
毛
」
だ
け
が

五
十
年
近
く
も
描
か
れ
続
け
た
理
由
と
し
て
は

タ
イ
ト
ル
以
外
に
文
字
が
な
く
、
主
人
公
が
子

ど
も
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
に
も
人
気
が

あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
子
ど
も
の
純
粋
な
目
で
社

会
の
矛
盾
に
疑
問
を
呈
す
る
と
い
う
手
法
が
大

人
の
読
者
の
共
感
を
呼
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
中

華
人
民
共
和
国
の
建
国
に
あ
た
り
三
毛
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
設
定
の
変
革
に
成
功
し
た
こ
と
な
ど

が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
「
三
毛
」
シ
リ
ー
ズ
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら

現
在
ま
で
の
中
国
社
会
の
理
想
と
現
実
を
知
る

上
で
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。
そ
れ
は

ま
た
、
す
べ
て
の
漫
画
に
言
え
る
こ
と
で
も
あ

る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
上
海
漫
画
の
出
現
か

ら
全
盛
期
、
そ
し
て
現
在
ま
で
の
変
遷
を
詳
細

に
綴
っ
た
本
書
も
読
者
に
多
く
の
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
お
お
の
・
き
み
か　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）


